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和文要旨

昨今の CG表現はフォトリアルからノンフォトリアル(NPR)へとその範囲を広げつつある。また、
NPRの代表的な表現の一つに絵画調表現と呼ばれるものがある。本稿では、絵画調表現の中でもとく
に人物画を処理対象として取り上げ、顔写真画像から印象派絵画調の人物画を自動生成することを試
みる。人物画は顔をその題材としていることから、視覚的主観評価基準が厳しく、高いクオリティを要
求されがちである。そのため、風景画や静物画を対象としたものに較べ、人物画の絵画調表現にはより
繊細な色彩やタッチの表現が要求される傾向がある。ここでは、その問題解決のために、基本11色に肌
色を追加した色彩判別器と印象派絵画のテクスチャデータベースを用意し、写真顔画像における顔領
域推定と彩色処理を実行する。彩色処理においては、データベース内のテクスチャパッチを利用し、そ
れをシームレス合成することで著名絵画に類似した絵画調表現の実現を試みる。
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1. はじめに

コンピュータグラフィックスの画像表現にお

いて、これまでの主流な研究はフォトリアルな

表現の追求であった。現在フォトリアル CGは

一定レベルに到達した感があるが、その一方で、

近年、ノンフォトリアルな表現を試みた研究に

注目が集まりつつある。それがノンフォトリア

リスティック・レンダリング(NPR）と呼ばれる

分野である。NPRは３次元または２次元のグ

ラフィックスをその処理対象とするが、本研究

では２次元画像表現について扱うものとする。

２次元画像にたいしてNPR処理を適用した研

究として、写真等の画像を入力として画像処理

によって手書き風の画像に変換する手法がこれ

までに提案されている。これらは、主にキャン

バスや筆等の画材の有する特徴や芸術家が用い

る技法、すなわち画風について、これを模倣し

た画像を獲得することを目的とする。画風を表

す要素としては、絵画のモチーフ、形状のデフォ

ルメ、タッチ、色彩などを挙げることができる。

これまでに絵画調表現を試みた研究のアプ

ローチの主流は、次の２つに大別することがで

きる。１つは多種多様なブラシストロークまた

はアウトライン筆モデルと呼ぶ筆触モデルを用

いることによって画家の描く筆跡の再現を試み

た例であり、ブラシストロークを写真画像上に

重ねて配置していくことで絵画風画像を獲得す

る手法である［1］-［3］。 写真画像を領域分割し
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